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2020 年 11 月 25 日 

報道関係各位 

伊藤忠テクノソリューションズ株式会社 

 

AI 映像解析とセンサーデータを活用した IoT カメラソリューションを提供開始 

人や車両の流れを把握し店舗や施設での効率化や密集回避などに貢献 

 

伊藤忠テクノソリューションズ株式会社（代表取締役社長：柘植 一郎、本社：東京都千代田区、略称：

CTC）は、人や車両などを特定する映像解析と温度や振動などの各種センサーを組み合わせた IoT カ

メラソリューションを本日から提供します。 

映像解析は、台湾におけるビデオ AI 技術の最大手である Gorilla Technology Inc.（本社：台湾・台北

市、CEO：Dr. Spincer Koh､以下：Gorilla 社）のソフトウェア IVAR（Intelligent Video Analytics Recorder）

を、また、センサー管理としてアステリア株式会社（代表取締役社長：平野 洋一郎、本社：東京都品川

区、以下：アステリア社）の IoT 統合プラットフォーム Gravio を使用しています。 

小売業、流通業、製造業、官公庁、自治体を中心にシステムインテグレーションを含めて展開し、3 年

間で 30 社への提供を目指します。 

 

近年、店舗や工場施設、オフィスなどでの省力化や自動化を目的として、カメラやセンサーを活用し

た IoT システムを導入する企業が増えています。また、ソーシャルディスタンスの確認や確保という点で

カメラの新たな活用にも注目が集まっています。 

 

今回 CTC が提供するのは、ネットワークカメラの映像データ解析と温度や振動、CO2 濃度のセンサー

情報を組み合わせ、人や車両の特定やそれらの流れを把握し、設備機器の制御や密集回避などを実

現する IoT カメラソリューションです。監視カメラを含めた既存のネットワークカメラが活用でき、プログラミ

ングせずに直感的な操作を使用できる IoT プラットフォームのため、短期間でシステムを実現することが

できます。 

Gorilla 社の IVAR は、AI を活用した映像解析ソフトウェアで、顔やマスクの検出、進行方向の検知、

滞留状況など人に関する情報に加え、車種やナンバープレート、物体の動きなどを解析により判断する

ことが可能です。状況に応じた学習済みの AI モデルが搭載されており、既存のカメラや防犯システムの

映像を解析できるため、導入後すぐに活用することができます。既に台湾では駅構内のカメラを活用し

て、ホームからの落下防止や不審物の検知などの安全対策の強化でも利用されています。 

アステリア社の Gravio は、人感や温湿度、CO2 濃度、ドアの開閉などの汎用的なセンサーからデータ

を収集し、監視や制御を行う IoT 統合プラットフォームです。直感的な画面設計によりプログラミングせ

ずに操作することができ、動作確認済みの各種センサーの無償貸出プログラムも用意しているため迅速

な導入が可能です。 

IVAR と Gravio を連携することで、例えば、商業施設やオフィスの特定空間における密集、密接、密

閉といった三密の状況を目視することなくリアルタイムに把握することができます。 
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CTC は、本 IoT カメラソリューションの提供に加え、PoC や設計、IT インフラやセンサーの設置・設定

を含めた導入支援、既存システムとの連携、保守サポートや運用支援など、トータルなインテグレーショ

ンサービスを提供します。また、IVAR と Gravio は、それぞれ単独でも販売します。IVAR は、ライセンス

提供で初期費用 40 万円から、Gravio は、サブスクリプション形式で年額 24 万円からです。 

 

CTC は今後も、Gorilla 社及びアステリア社と共同で、IoT データセンシングや AI 技術を活用したエッ

ジコンピューティングソリューションを拡充し、お客様の安心・安全な働き方や業務効率化に貢献してい

きます。 

 

＜Gorilla 社 IVAR のイメージ図＞ 
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＜アステリア社 Gravio のシステム概要図＞ 

 

 

以上 

 

※ 記載されている商品名などの固有名詞は、各社の商標または登録商標です。 

※ 掲載されている情報は、発表日現在の情報です。最新の情報と異なる場合がありますのでご了承ください。 

 

 

＜報道機関からのお問い合わせ先＞ 

伊藤忠テクノソリューションズ株式会社  

広報部 

E-mail：press@ctc-g.co.jp 

 


